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部
内
資
料 

 

吉
川
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
市
議
会
議
員
は
た
っ
た
の
一
人
。
定
数
一
の
議
席
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
た
た

か
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
自
民
党
支
持
者
、
元
社
会
党
町
議
、
元
小
学
校
長
な
ど
か
ら

党
派
を
超
え
た
応
援
・
期
待
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
の
全
部
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
近
く
『
市
政
レ
ポ
ー
ト
』
号
外
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
今
回
は
原
之
町
の
細
井
孝
さ
ん
の

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

定
数
一
な
ら
、
橋
爪
の
り
か
ず
さ
ん
で
す
。 

 

合
併
に
よ
る
市
議
会
に
定
数
特
例
が
適
用
さ
れ
、
吉
川
区
選
出

の
議
員
数
が
一
名
と
い
う
厳
し
い
数
字
が
示
さ
れ
た
そ
の
時
点

で
、
私
は
、
「
定
数
一
な
ら
、
橋
爪
さ
ん
だ
こ
て
」
そ
う
思
い
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
朝
晩
多
く
の
小
中
学
生
や
高
校
生
の
登
下
校
姿
に
接
す

る
の
で
す
が
、
「
こ
の
子
ら
が
生
き
る
未
来
を
真
剣
に
考
え
て
く

だ
さ
る
議
員
さ
ん
は
、
橋
爪
さ
ん
、
あ
な
た
だ
」
。
出
馬
声
明
を

見
て
、
心
に
決
め
た
の
で
す
。 

 

大
事
な
大
事
な
こ
の
選
挙
、
「
保
守
だ
、
革
新
だ
」
な
ど
と
騒

ぎ
立
て
た
従
来
の
狭
い
考
え
で
は
、
新
生
吉
川
区
の
未
来
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

行
動
力
・
実
行
力
抜
群
で
、
心
暖
か
く
、
こ
ま
や
か
。
人
柄
も

立
派
な
橋
爪
さ
ん
を
尊
敬
・
信
頼
さ
れ
て
い
る
区
民
は
大
勢
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
私
も
友
人
「
橋
爪
党
」
の
一
人
で
す
。
新
市
議

会
に
は
党
派
を
超
え
て
橋
爪
の
り
か
ず
さ
ん
を
お
く
り
こ
み
ま

し
ょ
う
。 

 

海
も
駅
も
、
そ
し
て
国
道
も
共
有
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
吉
川

区
を
含
む
新
上
越
市
に
、
い
い
「
春
よ
来
い
」
。 

 
 

 

『
夕
日
の
小
道
』
の
作
者
・
元
山
古
志
村
立
東
竹
沢
小
校
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
井 

 

今
回
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
た
方
々 

（
敬
称
略
。
一
五
日
現
在
） 

 

足
立
定
夫 

 

（
弁
護
士
） 

小
田
順
子 

 

（
朗
読
・
主
婦
・
竹
直
） 

鈴
木
寛
一 

 

（
稲
作
農
家
・
代
石
） 

高
橋
正
彦 

 

（
元
源
小
学
校
校
長
） 

長
崎 

明 

 

（
元
新
潟
大
学
学
長
） 

細
井 

孝 

 

（
元
小
学
校
長
） 

山
岸
祐
子 

 

（
ト
マ
ト
栽
培
農
家
） 

山
本
嘉
治 

 
（
元
社
会
党
町
議
） 

 このままでは、橋爪のりかずは「善戦」で終わってしまいま

す。ご家族、親戚、知人、友人などに至急、支持を訴えてく

ださい。 

 市政レポート、後援会ニュースの配布活動に参加してくだ

さいませんか。雪があるのでたいへんです。 

選挙募金にもご協力を

お願いします。 

写真は国田での「語る会」 


